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ミツカン水の文化センターでは、2011年度から「使いながら守る水循

環」を学ぶ「里川文化塾」を定期的に開催しています。水にかかわる

さまざまな現場を訪ね、あるいはテーマに基づいて、その分野の識者や

実際に活動なさっている方々にお話を聞くというスタイルで続けてきま

した。2015年度は計 4回開催します。この号がお手元に届いたとき

にはすでに終了している回もありますが、今後、ご興味のあるテーマの

ときにはぜひご参加ください。

「多自然川づくり」の思想をいち早く実践した先進事例「和泉川」を
舞台に、「実践のポイント」および「年月を経たあとの継承の課題」に
ついて学びました。当時の川づくりにかかわった講師 2名をお招きし、
現地もご案内いただいたことで、多くの知見を得ることができました。

 日時： 2015年 10月 17日（土）10:00～17:00
 フィールド： 和泉川（神奈川県横浜市西部）
 座学会場： 三ツ境「eモール」
 講師： 吉村伸一さん（よしむら しんいち）
  株式会社吉村伸一流域計画室　代表取締役
  橋本忠美さん（はしもと ただよし）
  株式会社農村・都市計画研究所　代表取締役

東京都中央区に残る運河や運河跡を辿りな
がら、「水の都」と呼ばれた江戸・東京の水
辺の歴史と変遷について再認識することを
目的に開催したものです。
江戸時代から明治時代、さらに戦後の復興
と高度経済成長によって、水辺の利用はどう
変わっていったのかを学びました。特に
1923年（大正 12）の関東大震災、戦後
の残土処理、そして 1964年（昭和 39）
の東京オリンピックの影響が大きいことがわ

かりました。
午前中は首都高速道路や公園として利用さ
れているかつての運河・水路の跡を辿り、午
後は一部に掘割（佃川支川）が残る佃島に
足を延ばし、「水の都」を再認識すると同時
に、埋め立てられずに残っている運河・水路
の今後の利活用について考えました。
くわしい実施報告はミツカン水の文化センタ
ーのHPで公開します。そちらも併せてご覧
ください。

2015年度には第 23回里川文化塾までを開催予定
です。詳細が決まりましたらHPでご案内いたします
（http://www.mizu.gr.jp/）

センター活動報告

2015年度　里川文化塾

5年目に突入した「里川文化塾」
http://www.mizu.gr.jp/bunkajuku/

第21回里川文化塾

和泉川で学ぶ　多自然川づくり
実践のポイントと継承の課題

第20回里川文化塾

埋め立てられた運河から水の記憶をたどる

利根川と江戸川の分岐点である関宿を舞台に、江戸時代の関東地方
の物流ネットワークの全体像と舟運が果たした役割、当時の産業などを
学びます。利根川の水位に異常がなければ、午後は川船「高瀬舟さか
い丸」による利根川・江戸川・関宿水閘門の遊覧を予定しています。

 日時： 2015年 11月 7日（土）9:30～17:00
 フィールド： 千葉県野田市＆茨城県猿島郡境町
 座学会場： 千葉県立関宿城博物館
 講師： 尾﨑 晃さん（おざき あきら）
  千葉県立関宿城博物館 主任上席研究員

第22回里川文化塾

関宿で学ぶ、
江戸時代の舟運と産業

 日時： 2015年 9月 26日（土）10:00～16:00
 フィールド： 東京都中央区
  三吉橋→入船橋→築地川公園→佃大橋（石川島灯台跡と住吉神社の鳥居）
  →佃島渡船場跡→住吉神社→佃小橋→佃波除稲荷神社の力石→佃公園
 座学会場： タイムドーム明石
 講師： 馬場悦子さん（ばば えつこ）　中央区教育委員会 文化財調査指導員
 参加人数： 24名

和泉川の二ツ橋付近で駆け回る子どもたち

関宿水閘門から見た江戸川流頭部（利根川との分岐点）

三吉橋から見た首都高速の出口。ここはかつて築地川だった

左：隅田川から佃大橋で左岸に渡り佃島へ　
右：佃公園から見た掘割（佃島支川）と石川島の高層マンション群
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
 すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用
ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。今後の企画についても、順次ホームペー
ジでご案内します。ご注目ください。

発行日
2015年（平成 27）10月
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※禁無断転載複写

ミツカン水の文化センターは、時期やテーマに沿ったさ

まざまな「水の文化」にかかわる情報を盛り込んだメー

ルマガジン「里川だより」を配信しています。

「里川だより」では、機関誌の発行や里川文化塾の募集

告知など、センターからの情報をいち早くお届け。1人

でも多くの人にご覧いただきたいと考えております。

メールマガジンの配信をご希望の方は、タイトルに「水

の文化センターメルマガ配信希望」と記載して「tokyo-

of�ce@mizu.gr.jp」までメールをお送りください。

ご連絡をお待ちしております ！

メールマガジン配信中 ！

「里川だより」


